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１．はじめに 

東アジア各国、特に中国においては出願数の大きな伸びが注目されていますが、東ア

ジア各国特許の外国出願人の動向についての議論はほとんどありません。中国にとどま

らず韓国などの新興企業による急激な出願数の増加も散見されます。そこで本稿では、

中国、台湾、韓国および日本への外国からの出願状況について概観し、議論の材料にし

たいと思います。 
 
この数年、出願数を伸ばしている出願人については、各本国での出願（内国出願）状

況も比較しながら議論しました。 
膨大な出願データから内国出願人までも含めた解析をするには大変ですが、各国への

外国からの出願に限定し、またその期間も数年に限ればすべてのデータをダウンロード

して解析することも可能です。 
まず最初は、日本への出願について見てみました。 

 
２．データの収集 

データは英語情報からだけでなく、特に東アジアの原語情報の英語への翻訳が不充分

な場合もあることから（用語だけでなく出願人の英語表記が欠落しているものもありま

す）英語と原語を収録する無料のデータベース、台湾特許庁が運営する Global Patent 
Search System(GPSS) 1) で英語と原語情報を収集しました。 

 
出願人フィールドに付与されている出願人国コード（図１）を基に検索すれば、さら

に国別の出願も把握できますが、GPSS には国コードが付与されていないものもありま

す。したがって、日本への外国からの出願は一応、日本出願人の国コード JP を除いた

全件をダウンロードしました。日本への出願だけでも 2023 年公開特許は 79000 件余に

及びます。一応、出願国別にダウンロードし、ソートして出願の多い出願人を確認しま

した。 
毎年更新している東アジア３か国（中国、台湾、韓国）の主要出願人ランキング

(TOP100)リストを基に出願件数の多い既知の出願人を除けばダウンロード件数もいく

らか少なくはなりますが。 
 また、データベースへの負荷も考慮して（ダウンロードも短時間で済むように）出力

項目も必要最小限のもの（出願番号と出願人名のみ）に限りました。 
 



概略の件数は表１の通り。 

 
 

 
図１．出願人の英表記が欠落している日本特許の例(GPSS) 

 
３．日本特許の出願人名異表記と名寄せ 
 ダウンロードしたデータは 2023 年発行の公開特許に限定しましたが、直近数年間

（2015 年～2023 年）のデータも検証することから、出願人異表記は 2000 年以降の表

記も抽出しました。 
 

異表記の収集は、例えば、KONINKLIJKE PHILIPS（NV）は、 
① (KONINKLIJKE PHILIPS)@pa と検索すると 

コーニンクレッカ フィリップスが抽出されるので、 
② (KONINKLIJKE PHILIPS not コーニンクレッカ フィリップス)@pa 

と検索すると、以下の異表記が抽出されます。（抽出件数がゼロになるまで not 演算

して繰り返します） 
 コニンクリッケ.フィリップス = コニンクリッケ フィリップス 



コンインクリケ フィリップス 
コニンクリユケ フィリプス  
コニンクリユケ フィリプス 

したがって、最終的な検索式は、英表記も or して 
 
(KONINKLIJKE PHILIPS or コーニンクレッカ フィリップス or コニンクリッケ 
フィリップス or コンインクリケ フィリップス or コニンクリユケ フィリプス or コ
ニンクリユケ フィリプス)@pa 
 
 中国語異表記の多い HOFFMANN-LA ROCHE 2)の日本語異表記には以下があり、 
 ホフマン－ラ ロシュ 

ホフマン-ラ ロシユ 
ホフマン-ラ ロッシュ 
ホフマン－ラ ロッシュ 
ホフマン-ラ.ロシェ 
ホフマン-ラ.ロッヒェ 

 
ハイフンの種別やドットの有無などを無視して 
(HOFFMANN-LA ROCHE or (ホフマン and (ロッシュ or ロシュ or ロシユ or ロ
シェ or ロッヒェ))@pa 
としましたが、この場合には(HOFFMANN-LA ROCHE or ホフマン)@pa でも同じ結

果となります。 
 
 ところが、中国の日本特許の表記（日本への出願）には意外な異表記が多いです。 

近年、年間 5000 件以上を中国内国出願（公開）している「广东欧珀移动通信(広東欧

珀移動通信：GUANGDONG OPPO MOBILE TELECOMMUNICATIONS)」は 2018
年頃までの表記を 2019 年以降は英表記に合わせて「OPPO 广东移动通信(OPPO 広東

移動通信)」と変更したようです。 
その日本語表記は、「オッポ モバイル or オーピーピーオー モバイル or オッポ広

東移動通信」のように OPPO の日本語読みカタカナやカタカナ/漢字交じりです。 
 
中国だけでなく世界の通信大手として有名な HUAWEI TECHNOLOGIES（华为技

术）の日本特許の表記は「華為技術 or ▲華▼▲為▼技▲術▼ or フアウェイ テクノ

ロジーズ or フアウェイ.テクノロジーズ or ホアウェイ テクノロジーズ or ▲ホア▼

▲ウェイ▼技術 or ▲ほあ▼▲うぇい▼技▲しゅ▼ or ▲ホア▼▲ウェイ▼技術」です。

カタカナ（フアウェイ テクノロジーズ or フアウェイ.テクノロジーズ or ホアウェイ 



テクノロジーズ）や（▲華▼▲為▼技▲術▼ or ▲ホア▼▲ウェイ▼技術 or ▲ほあ▼

▲うぇい▼技▲しゅ▼ or ▲ホア▼▲ウェイ▼技術）など▲ ▼で挟んだ漢字、カタカ

ナ、ひらがな混在の特殊な表記から成ります。 
 
▲ホア▼▲ウェイ▼技術などのような文字表記は、日本特許庁のコンピュータシステ

ムの関係から、電子出願で使用できない文字（JIS-X0208-1997 に準拠したシフト JIS
コードで定められた文字以外）の場合に該当文字を▲ ▼で挟んで表記することになっ

ているようです 3)。 
 
「華為技術」と「▲華▼▲為▼技▲術▼」を比べてみても、後者のどこが「電子出願

で使用できない文字」なのでしょうか。「▲ ▼で挟んで表記する」という法則のよう

なものがわかりません。これは GPSS で抽出した日本特許だけでなく、日本特許庁の

J-Plat Pat でも同じです。理由不明のまま異表記として抽出、名寄せしました。 
 
HUAWEI TECHNOLOGIES の他、 
●ZTE（中興通訊 or 中▲興▼通▲訊 or ゼットティーイ or ゼットティイ or ゼッ

ド ティー イ or ジーティーイ）、 
●BOE TECHNOLOGY（京東方科技 or 京▲東▼方科技 or ビーオーイー テクノ

ロジ） 
など▲ ▼で挟まれた文字は多くの中国出願人表記に存在します（簡体字を日本語化

した漢字表記も存在するのに何故？）。 
 
さらに、中国出願人だけでなく▲ ▼で挟まれた文字は台湾、韓国の出願人表記にも

あります。 
●船舶▲曁▼▲海▼洋▲産▼▲業▼(SHIP & OCEAN INDUSTRIES R&D：TW) 
●中国▲医▼薬大学(CHINA MEDICAL UNIVERSITY：TW) 
●劉 ▲雪▼▲亭▼(LIU HSUEH-TING：TW 個人) 
●全北大学校 産学協力▲団▼(CHONBUK NATIONAL UNIV INDUSTRIAL：KR) 
●株式會▲社▼ 瑞興(SUHEUNG CO LTD (KR) 
●李正▲庸▼(KR 個人) 
 
法人格部分「股份」だけでも「股▲ふん▼ / 股▼ふん▲ / 股▲ふん▲ / ▼股▼▲ふ

ん▼ / 股▲分▼ / 股▼分▲ / ▲股▼▲分▼ / 股▲フン▼ / 股▲ぶん▼ / 股▲ぶん

▲ / 股▲ブン▼ / 股▲ヒン▼ / 股▼ヒン▲ / 股▲ひん▼ / 股▲フェン▼ / 股▲ふ

ぇん▼ / 股▲ふうん▼ / 股▲フウン▼ / 股▲わん▼ / 股▲扮▼ / 股▲はん▼ / ▲
控▼股 or 股▼組▲」などの異表記があります。こんなに揺れなくても。 



「股▲ふん▼」 か「股▼ふん▲」のように、単に▲(上向き三角)か▼(下向き三角)
かの違いですが、何か意味があるのでしょうか。（くだらないことだと思いながら抽出・・） 

 
もっとも法人格で検索することはほとんどないとは思います。しかし、グローバル企

業では本体と関連会社を分けて解析する際には法人格を付けて検索することもありま

す。 
例えば、US の APPLIED MATERIALS INC.を抽出する場合、「应用材料有限公司」

または「应用材料公司」と検索しますが、法人格を付けずに「应用材料」と検索すると

「应用材料以色列公司(APPLIED MATERIALS ISRAEL)」や「上海海优威应用材料技术有限

公司(SHANGHAI HAIYOUWEI APPLIED MATERIALS TECHNOLOGY)」など海外の Division や関

連会社の出願人も拾ってしまいます。 
 
４．GPSS の問題点 
 GPSS は無料で使える Worldwide なデータベースだから、という訳でもありません

が、いくつかの問題点もあり、それらを熟知した上で使用すれば素晴らしいデータベー

スです。日本への外国出願人ランキングを紹介する前に現時点で把握している問題点の

いくつかを紹介します。 
 
1)収録不良 

GPSS の日本および韓国特許の収録はわずかながら収録不充分と言える部分があり

ます（表２）。 
 

表２．日本語表記の GPSS/J-PlatPat 出現数比較（2000-2023 年公開特許） 

 
 「ホアウェイ and テクノロジーズ」では、ホアウェイ クラウド コンピューティン

グ テクノロジーズなどのノイズも拾いますが、他の例を見てもわかりますように

GPSS の収録はいくらか劣るようです。 
 
 



 GPSS では、英訳情報や原語情報が欠落している（図２）ことが一因かもしれません。 

 
図２．原語情報、英訳情報が欠落 

 
2)英訳の誤訳 
 他の商用データベース同様、英語情報はあくまでも原語の補助的なものですが、誤訳

もいくらか存在します。 

 
図３．英語表記は誤訳も拾う 

 
５．日本への外国からの出願 
 上記 GPSS の問題点（韓国や日本のデータが若干収録不足など）を踏まえた上で外

国から日本への出願（2023 年公開特許）が 100 件以上ある出願人のランキングを表 3-1
～表 3-3 に公開件数、出願人英名、出願人国（国コード）として示しました。 
 
 各出願人の公開件数は極力グループ企業を排除してカウントしました。TENCENT 
AMERICA や PANASONIC IP AMERICA などは本体とは別の出願人（US の出願人）

としてカウントしました。 
 
・(TENCENT and AMERICA) or (テンセント and アメリカ)・・出願国 US 
・(PANASONIC INTELLECTUAL PROPERTY and AMERICA) or (パナソニック イ
ンテレクチュアル and アメリカ) ・・出願国 US 



表 3-1．外国から日本への出願（2023 年公開特許） 

 
 

表 3-2．外国から日本への出願（2023 年公開特許） 

 
 

表 3-3．外国から日本への出願（2023 年公開特許） 

 
 



 外国から日本への出願について、PANASONIC IP AMERICA（表 3-2 No.32）と

TENCENT AMERICA（表 3-1 No.16）を改めて 2015 年～2023 年の公開特許推移と

して本国への公開推移と比較してみると表４となります。 
 
表４．PANASONIC IP AMERICA と TENCENT AMERICA の日本への出願公開 

 
 
 DivisionとしてのPANASONIC IP AMERICAとTENCENT AMERICAはいずれも

日本へ積極的に出願していることがわかります。（TENCENT AMERICA の日本への公

開は 2021 年以降と比較的最近ではありますが） 
 
 また、表 3-1～3-3 においては、これまでお目にかかったことのない出願人が日本へ

の出願も増やしています。2015 年～2023 年の公開特許推移として本国への公開特許推

移と共に表５に示しました。 
 いずれもエネルギー、通信関係の出願人です。LG ENERGY や BYTEDANCE は本

国での公開も比較的新しい。BYTEDANCE は US において TikTok を展開し、物議を

かもしています。 
 

表５．最近、急速に出願数を伸ばしている出願人 

 
 ⇒JP：日本への出願 
 ⇒KR：韓国本国への出願 
 ⇒CN：中国本国への出願 
 



６．考察 
東アジア（中国、台湾、韓国および日本）への外国からの出願状況を無料で Worldwide

な特許データベースとして有用な台湾特許庁の GPSS を使い、2023 年公開特許に限定

して全件をダウンロードし、まずは日本への出願について調べました。 
 
日本への出願については 2023 年公開特許が 100 件以上をリスト化したところ、従来

の各国出願 TOP100 などには見られない出願人を発見することができました。いずれ

もここ数年、急激に出願数（公開数）を伸ばしている出願人であり、各国出願 TOP100
として継続調査しているリストにも加えて今後の展開を確認することにしました。 

 
また、東アジア出願人の日本特許表記上の問題として「▲ ▼で挟まれた文字表記」

があります。HUAWEI の異表記で紹介しましたように、同一出願人でありながら漢字、

カタカナ、ひらがなが混在した表記には困ってしまいます。欧米出願人のようにカタカ

ナ表記での揺れならともかく、何故、混在した表記になるのか法則のようなものも不明

です。後日、調べてみたいと思います。 
「日本特許庁のコンピュータシステムの関係から、電子出願で使用できない文字

（JIS-X0208-1997 に準拠したシフト JIS コードで定められた文字以外）について該当

文字を▲ ▼で挟んで表記する」だとしても納得ができない問題です。 
 
次回は、同様の手法で外国から中国、台湾、韓国への出願について見てみたいと思い

ます。 
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